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市民と育む南九州の新たな拠点都市　新生「鹿屋市」の創造に向けて

平成 18年度一般会計当初予算は

379億 8,100万円

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税

は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
１
億
６
，
６
３
６
万
９
千

円
増
の
91
億
７
１
０
万
１
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
種
基
金

等
か
ら
の
繰
入
金
は
、
12
億
３
，

３
７
５
万
８
千
円
減
の
19
億
１
，

６
４
７
万
２
千
円
、
使
用
料
及
び

手
数
料
な
ど
の
収
入
は
、
合
併

に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
経

費
等
の
負
担
金
等
の
減
に
よ
り
、

24
億
９
，
３
２
３
万
４
千
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交

付
税
は
、
平
成
17
年
度
決
算
見
込

み
に
地
方
財
政
計
画
の
伸
び
を

加
味
し
、
５
億
７
９
０
万
９
千
円

減
の
１
１
２
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
市
債
は
、
骨
格
予
算
を
編

成
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に

比
べ
19
億
４
，
２
１
０
万
円
減
の

28
億
１
，
４
７
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件

費
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
２
，

３
８
１
万
２
千
円
減
の
83
億
３
，

９
６
６
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
扶
助
費
は
、
旧
３
町
の
生
活

保
護
費
が
県
か
ら
事
務
移
譲
さ
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
５
億
７
，
８
７
２
万
８
千
円

増
の
70
億
４
，
４
１
４
万
４
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
政

策
的
経
費
の
予
算
計
上
を
抑

え
た
骨
格
予
算
を
編
成
し
た

こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ

39
億
７
，
０
０
９
万
６
千
円
減
の

61
億
２
７
７
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳入
379億 8,100 万円
（100.0%）

市税
9,107,101 千円 
（24.0%）

繰入金
1,916,472 千円（5.0%）

使用料及び手数料など
2,493,234 千円（6.6%）

地方交付税
11,200,000 千円 
（29.5%）

国庫支出金
5,367,612 千円 
（14.1%）

市債
2,814,700 千円 
（7.4%）

県支出金など
5,081,881 千円 
（13.4%）

歳出
（性質別）

379 億 8,100 万円
（100.0%）

人件費
8,339,669 千円 
（22.0%）

扶助費
7,044,144 千円 
（18.5%）

公債費
4,950,805 千円 
（13.0%）

投資的経費
6,102,777 千円 
（16.1%）

その他の経費
11,543,605 千円 
（30.4%）

※物件費、補助費等、
維持補修費、繰出
金等が含まれます。

歳出
（目的別）

379 億 8,100 万円
（100.0%）

民生費
11,310,646 千円 
（29.8%）

土木費
6,038,165 千円 
（15.9%）公債費

4,950,805 千円 
（13.0%）

総務費
4,764,086 千円 
（12.6%）

教育費
3,999,565 千円 
（10.5%）

その他
931,854 千円（2.4%）

商工費
791,864 千円（2.1%）消防費

1,128,048 千円（3.0%）

農林水産業費
1,894,941 千円（5.0%）

衛生費
2,171,026 千円（5.7%）

自主財源
（35.6%）

依存財源
（64.4%）

歳
入

歳
出

■
一
般
会
計

福
祉
や
教
育
、
公
園
や
道
路
の
建
設
な
ど

市
の
基
本
的
な
事
業
を
行
う
会
計

■
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
な

ど
、
特
定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充
て
、

事
業
を
行
う
会
計

■
義
務
的
経
費

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
任
意
に

削
減
で
き
な
い
経
費
で
、
人
件
費
、
扶
助

費
及
び
公
債
費
の
合
計
額

■
投
資
的
経
費

道
路
、
公
園
、
学
校
、
市
営
住
宅
の
建
設

な
ど
社
会
資
本
の
整
備
に
要
す
る
も
の
で
、

支
出
の
効
果
が
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将
来
に

残
る
も
の
の
経
費

■
経
常
的
経
費

毎
年
度
継
続
し
て
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る

経
費
で
、
義
務
的
経
費
や
施
設
の
維
持
管

理
経
費
な
ど

■
政
策
的
経
費

教
育
、
福
祉
、
環
境
、
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
政
策
推
進
の
た
め
の
経
費

■
骨
格
予
算

市
長
選
挙
実
施
な
ど
の
関
係
か
ら
政
策
判
断

が
難
し
い
場
合
に
、
政
策
的
経
費
を
除
き
、

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
を
中
心
と
し
た
必

要
最
小
限
の
経
費
を
計
上
す
る
予
算

■
自
主
財
源

地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
財
源

■
依
存
財
源

定
め
ら
れ
た
基
準
に
よ
り
国
な
ど
か
ら
地

方
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
財
源

■
一
般
財
源

市
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
市
が
ど
の
経
費

に
も
自
由
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
財
源

■
地
方
計
画

地
方
交
付
税
法
第
７
条
に
定
め
る
「
地
方

団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
額
」
を
い

う
。

■
地
方
交
付
税

地
方
自
治
体
の
標
準
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
一
定
に
保
つ
た
め
の
交
付
金

■
国
庫
支
出
金

国
が
、
特
定
の
事
業
費
の
一
部
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
に
交
付
す
る
補
助
金
等

■
繰
入
金

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
等
の
会
計

間
に
お
け
る
現
金
の
移
動
を
表
す
も
の
。

例
え
ば
、
一
般
会
計
の
財
源
に
不
足
が
生

じ
た
場
合
に
、
基
金
か
ら
取
り
崩
し
て
一

般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
を
い
う
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料

公
共
施
設
の
使
用
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
こ
と
の
対
価
と
し
て
利
用
者
等
か
ら

徴
収
す
る
も
の
で
、
高
等
学
校
の
授
業
料
、

各
種
公
共
施
設
の
使
用
料
、
住
民
票
等
各

種
証
明
の
発
行
手
数
料
な
ど

■
市
債

市
が
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
を

行
う
と
き
、
財
源
と
な
る
借
入
金

■
性
質
別

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
「
節
」
の
区
分

を
基
準
と
し
た
分
類
。
財
政
の
健
全
性
、

弾
力
性
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

■
目
的
別

予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
「
款
」「
項
」

の
区
分
を
基
準
と
し
た
分
類
。
各
部
各
課

ご
と
の
お
お
ま
か
な
予
算
の
比
重
を
知
る

こ
と
が
で
き
る

■
人
件
費

　

特
別
職
や
一
般
職
の
給
与
な
ど

■
扶
助
費

生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
に
充
て
る
た
め

の
経
費

■
公
債
費

市
が
発
行
し
た
地
方
債
（
借
金
）
返
済
の

た
め
の
経
費

■
物
件
費

施
設
の
維
持
管
理
や
物
品
購
入
の
た
め
の

経
費

※前年度比は、旧１市３町の平成17年度当初予算合計額との比較です。

平成18 年度 一般会計当初予算特集

新生「鹿屋市」の平成 18 年度当初予算が、鹿屋市議会３月定例会
で議決されました。
当初予算の総額は、一般会計及び特別会計を合わせて

６８９億７，１７１万９千円で、前年度当初予算額と比べると 4.1％
の減となっています。
減となった要因は、予算編成時に合併を迎え新市長就任後の短期

間に、新規事業など政策判断を要する事業を予算編成に反映させる
ことが困難であることなどから、一般会計において義務的経費や経
営的経費を中心とした骨格予算を編成したため、前年度比マイナス
9.6％（40 億４, １１５万５千円減）となったことによるものです。
ここでは、新年度予算の編成方針や特徴について説明します。

※
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特
別
会
計
全
体
で
は
、
前

年
度
比
3.6
％
増
の
３
０
９
億
９
，

０
７
１
万
９
千
円
で
、
主
な
特
別
会

計
の
増
減
要
因
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

前
年
度
比
3.2
％
増
の
１
０
８
億
９
，

８
１
９
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
の
特
徴

　

平
成
18
年
度
当
初
予
算
は
、
新
市

長
就
任
後
の
短
期
間
に
、
新
規
事
業

な
ど
の
政
策
判
断
を
要
す
る
事
業
を

予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
件
費
や
維

持
管
理
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
や
災

害
復
旧
費
な
ど
、
急
を
要
す
る
政
策

的
な
経
費
な
ど
を
中
心
に
、
次
の
６

つ
を
政
策
の
柱
と
し
た
骨
格
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

①
活
力
あ
る
産
業
が
展
開
す
る
ま
ち

づ
く
り

②
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機

能
の
充
実

③
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

④
次
代
を
担
う
心
豊
か
な
人
づ
く
り

⑤
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
⑥
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

ま
た
、
新
市
の
速
や
か
な
一
体
性

の
確
保
と
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る

新
た
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
６
月
議

会
定
例
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て

　

景
気
の
回
復
は
見
ら
れ
る
も
の

の
、
地
域
間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

地
方
の
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
さ
が
続
い
て
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
年
度
も
市
税
の
大
幅
な
増
収

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
が
、
骨
格
予
算

の
編
成
に
よ
り
投
資
的
経
費
の
財
源

で
あ
る
国
・
県
支
出
金
や
市
債
の
予

算
計
上
を
抑
え
た
こ
と
か
ら
、
歳
入

に
占
め
る
一
般
財
源
の
割
合
は
前
年

度
の
63
・
８
％
か
ら
66
・
９
％
に
増

加
し
ま
し
た
。
一
方
、
市
債
は
、
骨

格
予
算
を
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、
前

年
度
よ
り
40
・
８
％
減
少
。
平
成
18

年
度
末
の
市
債
残
高
は
４
６
４
億
８
，

６
０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
５
割
程
度
は
返

済
時
に
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
有

利
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
市
債
を
発
行
す
る
場
合
に
は
、
交

付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
も
の
を
選

び
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
財
政
を
確

保
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て

　

当
初
予
算
の
柱
と
な
る
「
６
つ
の

政
策
の
柱
」
に
つ
い
て
P
５
〜
P
８

で
説
明
し
ま
す
。

　

現
在
、
被
保
険
者
の
老
人
保
健
へ

の
移
行
年
齢
が
70
歳
以
上
か
ら
75
歳

以
上
へ
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
被
保
険

者
数
が
増
加
し
、
医
療
費
が
増
え
る

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

●
老
人
保
健

　

前
年
度
比
1.0
％
増
の
１
０
９
億
２
，

７
５
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

特
別
会
計

会計別予算額の内訳
会計区分 予算額 前年度比

一般会計 37,981,000 千円 ▲ 9.6%

特
別
会
計

国民健康保険事業 10,898,194 千円 3.2%

老人保健 10,927,540 千円 1.0%

介護保険事業 7,228,730 千円 5.4%

公共下水道事業 1,727,757 千円 19.1%

下水道 46,680 千円 ▲ 5.0%

輝北簡易水道事業 159,800 千円 145.8%

立小野簡易水道事業 2,018 千円 ▲ 2.1%

小　計 30,990,719 千円 3.6%

合　計 68,971,719 千円 ▲ 4.1%

※特別会計とは、特定の事業を行う場合に、その収支を
明確にするため一般会計とは切り離して経理するもの
で、鹿屋市には７つの特別会計があります。

※前年度比は旧１市３町当初予算合計額との比較です。

□
ば
ら
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
（
３
，２
３
５
万
６
千
円
）

　

観
光
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た

「
か
の
や
ば
ら
園
」
に
お
い
て
、
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念
「
か
の
や
ば

ら
祭
り
２
０
０
６
」や「
か
の
や『
ば

ら
』
と
『
海
』
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

等
を
開
催
し
、
ば
ら
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

□
第
15
回
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
０
万
円
）

　

か
の
や
ば
ら
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
記
念
し
、「
ば
ら
」
を
市
町
村

の
花
と
し
て
制
定
し
て
い
る
自
治
体

や
「
ば
ら
」
が
広
く
住
民
に
愛
好
さ

れ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
を
参
集
し
、

ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
地
場
産
業
振
興
支
援
事
業

　
　
　
　
（
１
，
０
１
３
万
２
千
円
）

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
伴
う
厳
し
い

経
済
情
勢
を
考
慮
し
、
県
制
度
資
金

の
融
資
を
受
け
た
中
小
企
業
の
金
利

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
借
入
資
金

の
利
子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□
ふ
る
さ
と
交
流
ふ
れ
あ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
３
万
円
）

　

都
市
部
に
住
む
人
た
ち
に
、
新
し

活力ある産業が
展開するまちづくり

公
営
企
業
会
計

●
水
道
事
業

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収
入
源

と
支
出
用
途
の
性
格
に
よ
っ
て
、
収

益
的
収
支
と
資
本
的
収
支
に
分
か
れ

ま
す
。
収
益
的
収
支
は
水
道
事
業
の

経
営
活
動
に
、
資
本
的
収
支
は
水
道

施
設
の
整
備
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

水道事業

収益的収支
収　入 1,673,045 千円

支　出 1,474,429 千円

資本的収支
収　入 457,264 千円

支　出 1,226,913 千円

れ
は
、
医
療
受
給
対
象
者
年
齢
の
段

階
的
な
引
き
上
げ
に
伴
い
受
給
者
数

が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　

前
年
度
比
5.4
％
増
の
72
億
２
，

８
７
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
要
介

護
認
定
者
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
に
伴
う
介
護
給
付
費
の
増
が
主
な

要
因
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

　

前
年
度
比
19
・
１
％
増
の
17
億
２
，

７
７
５
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
供
用
開
始
区
域
の
拡
大
に

伴
う
補
助
事
業
の
増
と
、
汚
水
の
流

入
量
増
加
に
伴
い
処
理
場
の
増
設
経

費
を
計
上
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。

い
楽
し
み
や
発
見
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
場
を
提
供
す
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
農

村
に
住
む
人
た
ち
の
就
業
機
会
の
拡

大
や
所
得
の
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

□
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
０
万
円
）

　

観
光
資
源
で
あ
る
平
和
公
園
の
桜

並
木
を
活
用
し
、
ま
ち
の
活
性
化
と

調
和
あ
る
発
展
を
目
的
に
「
く
し
ら

桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

拠点都市に
ふさわしい
都市機能の充実

□
北
田
大
手
町
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業

　
　
（
７
億
６
，
４
９
３
万
２
千
円
）

　

大
隅
地
方
拠
点
都
市
地
域
基
本
計

画
及
び
鹿
屋
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
中
心
市
街
地

を
「
大
隅
の
拠
点
・
鹿
屋
の
顔
づ
く

り
」
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
と
す
る
た

め
、
都
市
再
生
機
構
等
に
よ
り
施
行

さ
れ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
に
対
し

補
助
を
行
い
、
事
業
推
進
を
図
り
ま

す
。

□
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

　
　
（
29
億
４
，
０
７
９
万
６
千
円
）

　

複
合
交
流
施
設
建
設
に
併
せ
、
鹿

屋
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
基
づ
く
、
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
広
場

整
備
や
市
道
整
備
な
ど
の
周
辺
整
備

を
行
う
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
心
市
街

地
の
都
市
的
魅
力
の
創
出
を
図
り
ま

す
。

□
吾
平
自
然
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
（
５
，
０
０
０
万
円
）

　

吾
平
富
士
や
神
野
川
の
清
流
な

ど
独
特
な
自
然
を
生
か
し
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ル
館
を
核
と
し
た

自
然
公
園
を
整
備
し
、
吾
平
山
上
陵
、

霧
島
ヶ
丘
公
園
、
輝
北
天
球
館
、
平

和
公
園
等
を
結
ぶ
広
域
観
光
ル
ー
ト

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

□
打
馬
、
王
子
、
下
祓
川
土
地
区
画

整
理
事
業
（
３
３
６
万
１
千
円
）

　

健
全
な
市
街
地
の
創
生
を
目
指
し
、

公
共
施
設
の
整
備
改
善
及
び
宅
地
の

利
用
増
進
を
行
う
土
地
区
画
整
理
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

６つの政策の柱

平成18 年度 一般会計当初予算特集



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

□
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業     

（
９
，７
６
１
万
９
千
円
）

　

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防

止
す
る
た
め
、
下
水
道
認
可
区
域
外

に
お
け
る
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
者
等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

□
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

　
　
　
　
（
２
，
４
０
７
万
８
千
円
）

　

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進

す
る
た
め
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

器
の
設
置
費
助
成
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
無
償
配
布
、ア
パ
ー
ト･

マ
ン
シ
ョ

ン
等
へ
の
啓
発
促
進
な
ど
生
ご
み
の

自
家
処
理
を
推
進
し
、
さ
ら
に
、
分

別
指
導
員
を
配
置
し
、
紙
類
の
分
別

徹
底
に
よ
る
資
源
化
を
図
り
ま
す
。

□
不
法
投
棄
防
止
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
（
２
７
３
万
４
千
円
）

　

市
内
に
残
る
美
し
い
自
然
環
境
を

次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
や
監
視
カ
メ
ラ
設
置
な

ど
、
続
発
す
る
山
間
部
等
へ
の
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

□
肝
属
川
上
流
部
浄
化
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
（
１
，
９
０
０
万
円
）

　

肝
属
川
の
水
質
の
改
善
と
市
民
の

交
流
の
場
を
創
造
す
る
た
め
、
城
山

人と自然にやさしい
まちづくり

水
源
湧
水
を
利
活
用
し
た
肝
属
川
上

流
部
浄
化
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

□
肝
属
地
区
一
般
廃
棄
物
処
理
組
合

負
担
金

　
　
（
２
億
７
，
７
９
０
万
４
千
円
）

　

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

肝
属
地
区
２
市
４
町
で
串
良
町
下
小

原
地
区
に
整
備
す
る
、
新
し
い
一
般

廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

広域的な
まちづくりの推進

□（
仮
称
）産
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業

　
　
　
　
（
４
億
５
，
８
３
２
万
円
）

　

産
業
振
興
に
対
す
る
地
元
ニ
ー
ズ

や
時
代
潮
流
に
合
致
し
た
産
業
振
興

施
策
の
構
築
、
実
施
体
制
の
確
立
を

図
る
た
め
、　

新
市
の
一
体
的
な
産

業
振
興
・
労
働
環
境
の
向
上
を
図
る

拠
点
施
設
を
旧
バ
ス
セ
ン
タ
ー
跡
地

に
建
設
し
ま
す
。

□
余
熱
利
用
対
策
事
業

　
　
（
１
億
７
，
３
６
６
万
３
千
円
）

　

串
良
町
下
小
原
地
区
に
建
設
さ
れ

る
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
余
熱

を
活
用
し
た
広
域
的
な
観
光
拠
点
と

し
て
、
隣
接
地
に
整
備
さ
れ
る
温
泉

施
設
の
泉
源
を
確
保
す
る
た
め
の
掘

削
を
実
施
し
ま
す
。

□
文
化
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
０
０
万
円
）

　

市
民
が
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
拡
充
す
る
た
め
、
地
域
文

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
吾
平
地
区

の
文
化
施
設
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ

い
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

□
主
要
幹
線
道
路
整
備
事
業(

星
ヶ

丘
矢
柄
線)

　
　
　
　
（
６
，
１
３
４
万
７
千
円
）

　

国
道
２
２
０
号
線
か
ら
串
良
平
和

公
園
を
経
由
し
、
広
域
農
道
へ
と
結

ぶ
星
ヶ
丘
矢
柄
線
を
整
備
し
、
地
域

内
外
の
交
通･

連
携
を
促
進
し
ま
す
。

　

□
父
子
手
当   

（
６
０
７
万
８
千
円
）

　

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

父
子
世
帯
児
童
の
心
身
の
健
や
か
な

成
長
を
図
る
た
め
、
父
子
手
当
の
支

給
対
象
等
を
拡
充
し
ま
す
。

□
次
世
代
育
成
支
援
対
策
交
付
金
事

業　
　
　
　
（
１
億
８
８
７
万
円
）

　

病
児
保
育
や
延
長
保
育
事
業
な
ど

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
今
年
度

か
ら
育
児
に
関
す
る
相
談
や
援
助
な

ど
、
子
育
て
支
援
の
情
報
提
供
の
場

と
な
る
「
つ
ど
い
の
広
場
事
業
」
と
、

仕
事
と
育
児
の
両
立
を
支
援
す
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
」
を
実
施
し
、
次
世
代
育
成
に

向
け
た
受
け
皿
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

□
地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
７
７
万
円
）

　

就
学
前
の
聴
覚
・
音
声
言
語
障
害

児
童
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
適
切
な
発
達
支
援
を
行
う

た
め
に
、
医
師
と
言
語
聴
覚
士
の
連

携
に
よ
る
機
能
回
復
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

□
老
人
保
健
健
康
診
査
事
業

　
　
（
１
億
６
，
１
９
２
万
９
千
円
）

安心して健やかに
暮らせるまちづくり

　

老
人
保
健
対
象
者
が
受
診
す
る
集

団
健
診
（
基
本
健
康
診
査
）
の
一
部

負
担
金
の
無
料
化
を
行
い
、
受
診
率

の
向
上
と
将
来
の
医
療
費
抑
制
を
図

り
ま
す
。

□
か
の
や
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
21

推
進
事
業

　
　
　
　
（
１
，
０
０
５
万
６
千
円
）

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
「
一
次

予
防
」
に
重
点
を
お
い
た
普
及
啓
発

活
動
や
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

人
材
育
成
と
健
康
づ
く
り
を
支
え
る

推
進
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

次代を担う
心豊かな人づくり

□
「
か
の
や
英
語
大
好
き
特
区
」
事

業　
　
　
　
（
１
，
０
２
４
万
円
）

　

小
学
校
の
早
い
段
階
か
ら
教
科
と

し
て
英
語
を
学
習
し
、
教
育
課
程
の

編
成
や
指
導
方
法
の
研
究
開
発
に
努

め
、
効
果
的
な
小
学
校
英
語
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

□
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
事
業

　
　
　
　
　
　
（
６
８
５
万
４
千
円
）

　

き
ほ
く
上
場
公
園
に
お
い
て
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
南
日
本
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を
開
催
し
、
市
内

外
の
人
々
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
促

進
し
ま
す
。

□
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活

動
事
業　
　
　
　
（
６
０
０
万
円
）

　

市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
運
営

に
よ
り
、
誰
も
が
継
続
的
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
、

地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
育
成
し
ま
す
。

□
地
域
文
化
の
創
造
実
現
化
推
進
事

業　
　
　
　
（
３
８
８
万
６
千
円
）

　

地
域
文
化
の
発
表
・
育
成
・
鑑
賞

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学
習
基

盤
の
構
築
や
、
市
民
の
文
化
芸
術
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

□
韓
国
北プ

ギ

ル一
初
等
学
校
と
の
交
流

　
　
　
　
　
　
（
３
３
３
万
３
千
円
）

　

串
良
地
区
３
小
学
校
の
児
童
等
と

全
州
市
北
一
初
等
学
校
と
の
交
流
を

図
り
、
外
国
の
自
然
に
触
れ
た
り
、

歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
草
の
根
レ
ベ

ル
の
国
際
交
流
を
育
み
ま
す
。

６つの政策の柱

平成18 年度 一般会計当初予算特集


